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は じめに

半澤 中(は ん ざわ ちゅう、1893～1942年(明

治26～ 昭 和17)。 以 下半 澤 と記 す)は 斜里 町 に

生 まれ 、1925年(大 正14)樺 太 に渡 り、敷 香 町

で写真館 を開業 した。半澤 は、写真 をとお して樺

太北部 の 自然や産業 、 ウイルタや ニブ フなどサハ

リ ンの先 住民族 の生活 を積極的 に紹 介 した。 これ

らの作 品は、みや げ用の写真や絵 はが きと して販

売 され、現在 まで先住 民族の生活記録 を伝 える資

料 として出版物 などに繰 り返 し使用 されてい る。

ところが、半澤 の作 品は、無記名 の まま博物館

に展示 された り、報告 書や写真集 に掲 載 され るこ

とが 多か った。 そのため撮 影者が知 られ ないま ま

使用が続 け られ る作 品が多 く、 しか も個 々の写真

につ いては、撮影場所 や年代、被写体 な どに関す

る撮影 デー タが整理 されてい ない状態 にある。

そ こで、既存 の出版 物や絵 はが き、販売写真 か

ら半澤 の作 品 リス トを作 成 し、個 々の作品 につ い

ては、資 料調査 と聞 き取 りか ら撮影 デー タの付加

を試 みた。加 えて、その過程で得 られた情報 か ら、

作 品の所 蔵先 と収録 出版物の リス ト、半澤 のラ イ

フ ヒス トリーの概略 を作 成 した。

本研 究 を進 めるにあた り、長男 の半澤玲一氏 に

は数 多 くの証言 や資料 の提供 をいただい た。 また

妻 の半 澤テル氏 をは じめ、次 の各氏 ・機関か らも

協力 を得た。記 してお礼 申 し上 げる。池上二二良、

内田祐 一、大塚 陽子 、小泉 昇 、金喜 多一、澗潟

洋子 、網 走市立郷土博 物館、市立函館博 物館 、余

市 町図書 館、稚 内市 立図書館、北 海道立北方民族

博物館 、北海道立 図書 館、北海道大 学付属図書館

北方資料 室(順 不 同 ・敬称 略)

な お、本研 究 は平成10年 度文部 省科学研究 費補

助 金(奨 励研 究(B))課 題 番号10904001の 助

成 を受 け行われ た。

方法

1.作 品 リス トの作 成

作業 は、まず作 品の 同定 か ら行 った。半 澤の作

品 とは、半澤 自身 また は半澤 写真 館 によって撮 影

された もので、(1)半 澤 写真館 発行 と印刷 され

た絵 ハ ガキまたはそ う印刷 された袋 に入った絵 は

が き、(2)写 真 館の スタ ンプが押 された販 売写

真(写 真1)、(3)半 澤 の記 名入 りで書籍 に収

録 された写真 、(4)半 澤 より親族 に送 られた親

族 所蔵写真 、(5)当 館 所蔵 の組写真(写 真2)

と した。 なお(5)は 、サ ハ リンの風景 と先住民

族 の生活記録 か らな る1か ら40ま で の通 し番号 が

付 け られ た組写真 で37枚 が現 存 し、 内容 か ら半澤

の作品 と した。作 品 リス トには根 拠の 区分 を明記

した。

根 拠 に欠 けるが半 澤玲 一氏(1928年(昭 和3)

生 まれ、以下玲 一氏)、 半澤 テル氏(1905年(明

治38)生 まれ、以下 テル氏)な どの証言 や出版物

へ の掲載状況 か ら、半澤 の作 品であ る と考 え られ

た もの は 「推定」 と して作 品 リス トに加 えた。 リ

ス トには、!)初 出年代 、2)撮 影場所 、3)被

写体の説明 、4)原 題 の撮 影デー タを付加 した。

この うち、既存 の文献や 出版物 か ら引用 した もの

に つ い て は 出典 を 明 記 し、 玲 一 氏 や テ ル 氏 、

1932～47年(昭 和7～22)に 敷 香 町役 場 に勤務

写 真1. 販売写真の
裏面スタンプ

写真2.斜 里町立知床
博物館所蔵組写真
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していた金喜多一氏(1910年(明 治43)生 まれ)

らの証言を用いた場合はその旨を明記 した。!)

初出年代

現在残 されている作品からは直接撮影年代 を知

ることができないため、作品が掲載 された出版物

の初出年代を利用 した。既存の出版物や関連資料

から撮影年代の記述が得られた作品については、

3)の 「説明」に書 き加えた。

2)撮 影場所

撮影場所については、組写真や絵 はが きのタイ

トルに明記されている場合は、その地点 とした。

なお、一作品から複数の撮影場所が推定 された場

合は、併記 した。

3)被 写体の説明

図版 として収録された出版物の解説文や聞き取

りによる情報を説明とした。 また、出版物や聞き

取 り証言か ら得 られた説明、筆者自身が作品から

読みとった情報を加えた。複数の説明が得 られた

場合は、併記 した。

なお、被写体の個人名についての情報 も得 られ

たが、一部を除きリス トには記載 しなかった。

4)原 題

当館所蔵の組写真のタイ トル、または半澤が発

行 した絵 はが きの説明文を原題 とした。

2.作 品の所蔵先 と収録出版物

半 澤の作品 の うち、根拠の 区分 の(1)に あ た

る絵 はが き、及 び(2)の 販 売写真 の所蔵先 の リ

ス トを作 成 した。

結果 と考 察

1.作 品 リス トの作成

調査 の結果、根拠 を持 ち半澤 の作 品 と して判 断

された もの89点 が得 られ た。作 品の根 拠の 区分 は、

当館所蔵 の組写真51点 、 スタ ンプが押 され た販売

写真27点 、絵 はが き29点 、親族 所 蔵写 真3点 で

あった。 なお スタ ンプは2種 類が見 つ り根拠 が複

数得 られた作 品が あった。

作 品の内容の 内訳 は、樺太 アイヌ2点 、 ウイル

タ22点 、ニ ブフ10点 、 ウイルタまたはニブ フ12点 、

そ の他 の先住民族4点 、 トナ カイ9点 、産業 と敷

香市街14点 、海豹 島7点 、風景 その他9点 で あ り、

ウイル タを被 写体 に した ものが多か った。

作品 リス トには、半澤 もの と推 定 された写真26

点 を加 え、ll5点 の 作 品 を収録 した。 なお考 察 は

根 拠のあ る作 品 につい てのみ行 った。

1)初 出年代

初 出年 代 が得 られ た作 品 は、1927年 が2点 、

1930年8点 とな り、本 文 の記述 か ら 『樺 太奥 地

案 内の栞 』(敷 香 郷 土研 究会1930)の 説 明 用 の

写真 と考 え られ る当館所蔵 の組写真 が初出 となる

作 品20点 を加 えた30点 が、1927～30年 の 間 に撮

影 され た もの と考 え られた。 これ は根拠 の得 られ

た作品 の約3分 の1に あたる。

2)撮 影場所

作品 の原題 に記載 された撮 影場所 は、敷香(市

街)、 幌 内川、多来加 、振 戸 山麓、 オ タス、国境

標点第一一号 、半 田、海豹 島、 中幌 内川、東樺漁業

株式会社 の10カ 所 であ った。 出版物 の記載、余市

町図書館 「市 川文庫」所 蔵写真 のただ し書 きな ど

か ら得 られた撮影場所 は、上敷香、中敷香、敷香川 、

ダ リー、気 屯、萩屋 、多 来加湾北岸 、東多来加 、

留久志、 第三天測点の10カ 所で あった。

3)被 写体 の説明

作品 リス トに記載 した。複数の情報 が得 られ た

場合 は併記 した。

4)原 題

原題 は、65作 品について得 られ た。絵 はが き集

「敷香風景 第壱輯」 の原題 は、当館所蔵 の組写真

の もの と同一であ るこ とか ら、 この絵 はが き集 は

1930年 頃 の発行 と推 定 され た。

販売写真 の裏面 に押 されたス タンプの番号は、

27個 が得 られ、最小番号 は5、 最大 は99で あ った。

同一一の作 品に異 なった番号 が記 され た ものは な く、

一部の番号 は当館 所蔵 の組 写真の番号 と共通 して

い た。玲 一氏 の記憶 で は販 売写真 は約100点 とい

うことで ほぼ一致 してお り、一連の番号 は、通 し

番号 を用いた半澤 自身の作品整理番号 と考 えられた。

2.作 品 の所蔵先 と収録出版物

半澤の作 品 と して判断 された作品 の うち、ス タ

ンプが押 された販売写真及 び袋入 り絵 はが きの所

蔵先 は、個人所蔵を除 き7機 関が得 られた(表1)。

半 澤の作 品 を収 録 した出版物 は単行本 や図録で

35タ イ トル、雑 誌記 事4タ イ トル 、合計39タ イ

トルが得 られた(表2)。 た だ し、撮 影者 と して
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表1.半 澤中の作品の所蔵機関

機 関 名 内 容

北海道大学付属図書館北方資料室 写真17枚(1932年 「樺 太旅行 記念 アルバ ム」)、 絵 はが き13枚

北海道立北方民族博物館 写真5枚

北海道立図書館 絵 はが き29枚

斜里町立知床博物館 組 写真37枚 、絵 はが き37枚

市立函館博物館 写真1枚(ス タンプのな い写 真他 あ り)

稚内市立図書館 写真8枚 、絵 はが き10枚

余市町図書館 「市川文庫」 写真4枚(ス タンプのな い写 真多数 あ り)

表2.半 澤中の作品を掲載 した出版物

著 者 又 は 編 者 発行年 タ イ ト ル 記 名

糸乗雷暉 1927 樺太案内旅行記 な し

改造社 1930 日本地 理大 系第10巻 北海 道 ・樺 太編 な し

新光社 1930 日本地 理風 俗大系 第14巻 北海道 ・樺太編 な し

敷香町役場 1931 敷香町政要覧 な し

樺太拓殖新聞社 1931 始政弐拾五週年記念 樺太写真帖 な し

若泉小太郎 1931 樺太紀行 北緯五十度の旅 な し

安東写真館 1932 樺太敷香写真帳 な し

カギヤ書店 1932 樺太敷香写真帳 な し

澤田雄三 1933 極北 の神秘境 一海豹 島へ 、 『旅』10巻8号 な し

竹内白騎 1933 樺太 を語 る(二)、 『旅』10巻4号 な し

樺太敷香時報社 1933 樺太年鑑昭和8年 版 な し

澤田雄三 1934 樺太土 人 の昨今(2)、 『旅』11巻3号 な し

敷香土人事務所 1935 オロ ッコ其 の他土 人の研究(半 澤中商店発 行) な し

大野東雲 1935 樺太 地誌Q977国 書刊 行会 か ら再発 行) な し

樺太庁 1936 樺太庁施策三十年史 な し

樺太庁 1936 樺太写真帖 な し

阿部悦郎 1936 樺太の旅 な し

庄司 宏 1937 民族 最後 の人 々 オ タスの土 人 な し

世良伊八 1937 樺太 郷土写 真帳(改 訂版)

(1959年 国書刊行 会 『樺 太写真 帳』 と して再発 行)

な し

川村秀弥 1937 先住 民族 オ ロッコ ・ギ リヤー クの生活 と風俗 『樺太庁 報第6号 』 な し

樺太庁敷香支庁 1938 管内要覧 な し

敷香支庁内土人事務所 1939 土 人の しらべ な し

樺太文化振興会 1941 樺太庁博物館案内 な し

西鶴定嘉 1942 樺太 ア イヌ あ り

山本祐弘 1942 犬権 と馴 鹿権,『 旅』,19巻2号 な し

山本祐弘 1943 樺太原始民族の生活 あ り

玉貫光 一 1944 樺 太博物誌(1977年 国書刊 行会 か ら再発行) な し

山本祐弘 1970 樺 太 アイヌー住居 と民具 な し

北海道開拓記念館 1975 第4回 特別展北方民族展資料目録 な し

国書刊行会 1977 写真集 樺太 な し

田 中 了 、D・ ゲ ン ダ ー ヌ 1978 ゲ ンダーヌ ーある北方 少数民族 の ドラマ な し

望郷樺太編纂委員会 1979 写真集 望郷 樺太 な し

間潟久治 1981 ウ イルタ語辞典 な し

池上二郎 1982 ウ イルタの暮 らしと民 具 あ り

(財)白老民族文化伝承保存財団 1987 ソビエ ト連邦極東少数民族展 な し

田中了 1993 サ ハ リ ン北 緯50度 線 一 続 ・ゲ ン ダ ー ヌ な し

田中了 1994 母 と子 でみ る20戦 争 と北 方少数 民族 な し

北海道立北方民族博物館 1997 第12回 特別展 「樺太1905-45一 日本領 時代の少 数民族 」 な し

BH田HeBCKI伯.HHK(),コa臼 1994 OTACy な し
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半澤の名前 を明記 しているのは3タ イ トルであった。

絵 はが きに使用 された例 は、豊原 の北進堂 、函館

ているの は2タ イ トルであ った。絵 はが きに使 用

された例は、盟原 の北進堂、函館 の小島大盛 堂、

敷香 町役場 な どが あった。

また、サハ リン州立博物館 にはプ リ ン トが展 示

されてい る(リ ス ト番号2、13、23、42、45)。

半 澤 中 の ラ イ フ ヒ

ス トリー

玲 一 氏 の 証.言 を

基 本 資 料 と し、 一文

献 の裏 付 け を加 え

て作 成 した。 裏付

け資 料 が 得 られ な

か っ た場 合 は、 伝

聞形 等 の 記 述 を と

っ た。 写 真 は玲 一一

氏 の提 供で ある。

1.樺 太行前:写 真3・ 半澤中・斜里 ・タト山写真負官撮景多

明治26年 ～大正14年

(1893～1925年)

半 澤中(写 真3)は 明 治26年(1893)H月16日 、

紋 別 郡 各 村 戸 長 を務 め た 半 澤 真 吉(北 海 道 庁

1912)の 三 男 として斜里 に生 まれた。 半澤の学歴 、

職 歴 とも詳細 は不 明 だが、 明治42年(1907)に

斜 里の代用教 員 を依願退職 してい る(斜 里 外四 ヶ

村 戸長役場 「大 正四年 三月迄 辞令簿j)。 その後 、

東 京 に移 るが 関東大震 災で罹 災 し、斜里 に戻 るこ

とになった。 そ して斜里 のテル氏 と結婚 し、斜里

に新居 を構 えた。

半澤 は東京在 住時 に写真 を学ん だら しいが、詳

しい ことはわか らない。斜里 では仲 間の写 真 を撮

影 し、好評 を得 てい た とい う。斜里で は現 役場近

くに写真館 を開い たが 、その記録は見つ かってい

ない。 なお 、斜 里時代 のフ ィルム は敷香 で戦災 に

遭 い現存 しない。

大正14年(1925)頃 、 彼 は単 身樺 太 に渡 り、

翌 年、 テル氏 を呼 び寄せ敷香 での新生活 を始 めた。

●2

　

1931)

Ei1窪∫書.甫日・寺イkこ● 大正15年 ～昭和 6
二

論
丁イ (1926～

写真4.半 澤菓子店 、右 端が半澤 、中央 は妻テ ル

半澤 の樺太で の最 初の仕事 は、船 舶のバ ッテ リ

の充電などだったら しい。 そ して大正15年(1928)

頃 、実 質的 にテル氏 が経営す る半 澤菓子店(写 真

4)の 店 舗 の裏側 に1.5～2問 ほ どの撮 影 現像 施

設 を作 る。設備 は簡単 な もの で、引伸 しの光源 に

は北 向 きの窓か ら入る 自然光 を利 用 した ものだっ

た らしい。 カメラは ガラス乾板 を使 用す るキ ャビ

ネ版 の組立暗箱 を使 っていた。

なお住 所 は敷香村本 通 り南1丁 目とい うが、樺

太敷香 港 とい う標記 もされ ている(敷 香郷上研 究

会1930)。

半 澤は、大正末 か ら昭和初期 に、風景 や先 住民

族 の生活の撮影 を始 めた。 そ して昭和5年 頃 まで

に撮 影 され た写真 が、作品 の中核 を占め るこ とに

なった。それ は この時期 に撮影 された作 品は、サ

ハ リン先住民族 のオ タス以外 での暮 ら しを記 録 し

た ものであ り、 また、 トナカ イに よる物資輸 送な

ど樺太 北部の風十 をとらえた写真 を数多 く含むか

らである。

昭和3年(1928)の 新 聞連 載記 事 「樺 太 を探

ねて一澗潟教授 のオ ロツコ研究j(北 大北方資料

室蔵)に は文章 の内容 に合致 した一半澤の作 晶が川

い られてい る。 テル氏 による と、半 澤 はオ タスで

の澗 潟の調査 に同行 し、 ウイル タ語 やニ ブフ語 の

会話 もで きた という。

昭和5年(1930)、 半澤 は 「樺太奥地見学の栞』

と、おそ ら くそ の説明用の組写真 を発行 した。翌

年発行 された 『敷香 町政要覧』 は、半澤の作 品が

13点 ほ ど使 われ、全ペ ージの3分 の1を 使 った 自

然 と産業、そ して先住 民族 に関す る解説の補助 と

して用 い られた。

半澤 の多岐 にわたる活動 にも関 わ らず 、写真の
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写 真5. 半澤写真館新店舗、
右端が半澤

仕事 は、機材 費や

見本の送料 な どに

出費が 多 く、テ ル

氏の印 象は家計 を

苦 しめ る ものだ っ

た。

3.新 店舗 時代:

昭 和7～16年

(1932～1941)

半 澤 写真館の新

店舗 は、公会堂 の

向かいに建築 され

た(写 真5)。 ・住

所 は、敷香町 山手

通 り一南1」 目。勅り占舗 への移転 時期 は、略不口b～

6年(1930-31)ら しい。[口店舗 時代 は、半澤 は

撮 影か ら暗室作業 まで を一人で行ってい たが 、新

店舗 になってか らは4人 程度 の助手 がいた ら しい。

半澤が新店舗 を構 えた時期 は、営林署 や町役場、
一支庁 など役所 か ら仕事が増加 した時期 とだ

った。

rl召和6年 発行 の 『敷香町政要 覧』、同ll年 発行の

「樺太庁施政三十年史』、敷香支庁の 「管内要覧』

(同13年)な ど関係官 庁発行の書籍 に半 澤の作品

が数 多 く使 用 されてい る。半 澤は昭和5～10年 の

間 に、写真家 としての地位 を築いたといえるだろ う。

写 真6. 半澤写真館オタス
出張所の看板

写 真7,オ タス出張所で撮影 さ

れた観光記念写真(左

端は トナカイ飼育係の

ウイルタ)図1.

ま た 、警 察 の仕事 も担 当 し、 昭和13年(1938)

岡 田嘉子 ・杉 本良吉 の 日ソ国境越境事件 の際 は、

山形屋旅館 の現場写真 を担 当 した とい う。

4.「 オ タスの杜」 と半 澤写真館

半 澤は、敷香市街 地の繁華街 にあった敷香 会館

の隣 にギ ンザ支店、幌内川対岸 にオタス出張所(写

真6)を 出 店す る。 どちら も出店 時期 は、テル氏

の記憶 で は昭和9年(1934)頃 と いい 、昭和14

年 の書籍の広告 が残 され ている(敷 香支庁 内土 人

事 務所1939)。 テ ル氏 に よると、 出張所 の設置 は、

樺 太庁の依頼 に よるか も しれない とい う。

オタス出張 所での売 り物 は、飼育 していた トナ

カイと並 んでの観光記念写真 の撮 影 であ った(写

真7)。 トナ カイの飼育 は オタス在住 の ウイル タ

に行 わせ ていた。 また、出張所 には菓子 や飲物 に

並 んで、先住民の工芸 晶が販売 されていた(半 澤

玲一 「オ タスの杜』)。 玲 一一氏 の記憶 で は、 出張

所 はオ タスでの唯一…・の⊥ 芸品販売店 であ り、敷香

土 人教育 所で は展示が されていた だけ とい う。

なお、玲…氏が 自己の記憶 を もとにオタスの見

取 り図 を作成 されたので掲 載す る(図1)。

5.グ 帝【玉1:日召禾IIl6～17イ}三(1941～1942年)

半 澤 は昭和16年(1941)、 撮 影機 材 や撮 影 済

みの フ ィルム、家財道 具な どを敷香 に残 して病気

療 養の ため家族 を連れT・葉 県館山.市に転居 した。

写真館 は、ス タジオ写真の みの営 業 と して本 店 と

オ タス見取 り図(半 澤玲一氏作 図)
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支店 を継続 、 オタス出張所 は閉鎖 された ら しい。

その後 、出張所 は、軍 の演習場が で きるこ とか ら

取 り壊 しにな った とい う。一方、半 澤は症状悪化

によ り昭和17年(1942)2月28日 に死没 した。

昭 和20年8月20日 、 ソ連 軍 の空襲 と と もに、

敷香 市街 に大規模 な火災 が発 生(樺 太終 戦史刊行

会1973)、 半 澤写真 館 は全 焼 した。 そ の ため当

時の フィルムや ノー ト類 、書 類 など もすべ て焼失

した。店舗 を管理 してい た三輪 支配人 に よる と、

焼 け跡 には大量 の ガラス乾板 が溶け出 し、山の よ

うになってい た とい う。
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eithe「 ・fUilta・rNivkh;4・fan・thernatives;9・freindeeruse;14・findustryandShisuka -t・wn;7・fTurreny
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作 品 リ ス ト
凡例:No.:作 品 リストでの整理番号、区分:根 拠区分(U:知 床博物館所蔵の組写真、S:ス タンプ入り販売写真、P:絵

はがき、B:書 籍図版の記名、R:親 族所蔵写真、A:推 定)、 撮影場所、説明:出 版物の引用及び聞き取りによるものは

出典を明記、出典がないのは筆者による注記、収蔵先:北 資=北 海道大学付属図書館北方資料室、北博=北 海道立北方民族

博物館、北図=北 海道立図書館、函博=市 立函館博物館、知博=斜 里町立知床博物館、余図=余 市町図書館 「市川文庫」、

稚図=稚 内市立図書館、原題:組 写真または絵はがきの原題とスタンプ番号(写 真のリス トに添付)

No.区 分

樺太アイヌ

lu

,

B
,

タ

U

U

U

B

s

ル

妖

2

イ

3

4

5

6

ウ

B

u

u

u

砿

7

8

9

10

ll

l2

13

U,P

u

S,R

S

S

P

P

P

P

B

B

B

R

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

初出年代

今井1930

今井1930

今 井1930

不 明

不 明

)金 田 一1930

今井1930

敷香 町役場1931

不 明

敷香町役場1931

不 明

敷香町役場1931

澗 潟1928?

澗 潟1930

撮影場所

東多来加(今 井1930)

東 多来加(西 鶴1942)

説 明 収蔵先

桂 甲の所有者 ・東万吉(左 より2番 目)の 知博

家族(末 永 ・伊東1979);「 桂 甲」は旧樺

樺太庁博物館及び東北大学所蔵の もの

多来加湾北岸(今 井1930)

不 明

不明

幌内川Xagja(萩 屋)

(池上1982)

明

明

明

明

明

明

不

不

不

不

不

不

敷香土人事務所193f

今 井1930

不 明

世良1934

不 明

山本1943

敷 香 町役場1931

山本1943

今 井1930

ニ フ フ

24U,B,P糸 乗1927

オ タスの森近 く

(敷香町役場1931)

留久 志地方(大 野1935)

不明

不明

オタス

不明

不明

不明

不明

不明

オタス?

調 理 し て い る の は ア メ マ ス

右 か ら4番 目 はWasilai(ワ シ ラ イ)

(池 上1982)

北資

知博

知博

知博

知博 、北資、北図

双子の偶像だが、下向きの熊の頭部にも見える

オ ロ ッ コ の 天 葬(山 本1943)

酋長マツベイの甥(澗 潟1928?)ア レキサ

ンドルの娘パ タラと初生子(澗 潟1930)

名 は夏子。年は12歳(昭 和3年)

知博

知博

知博

知博

知博、函博

知博

北資

(澗 潟1930)北 資

川畔で調理するオロツコ(山 本1943)

冬 の 家骨組(山 本1943)

冬 の 丸小屋(山 本1943)

オ ロツコの嬰児子(今 井1930)

稚 図

北資、知博、稚図

矢口†専、」ヒ資

知博、北資、北図

知博、稚図

不明

不明

不明

個人蔵

ユ ウ チ リ ッ カ(ギ リヤ ー ク)(山 本1943)知 博:、 北 図
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分

⑱

U

U

U

U

S

R

R

区

U

晦

万

%

刀

器

四

3。

M

η

初出年代 撮影場所

糸乗1927オ タス?

今 井1930不 明

不明 不明

不明 幌内川?

敷香土人事務所1935不 明

大野1935オ タス

不明 オタス

不明26と 同一場所?

ウイルタまたはニ ブフ

敷香十人事務所1935不 明

澗潟1930幌 内川(澗 潟1930)

U

U

33

34

に

u

砿

s

35

36

37

S

S

S

P

P

P

P

U

38

39

40

41

42

43

44

45

不明 幌内川?

不 明 不明

不明 幌内川

アルバム1932不 明

敷香土人事務所1935オ タス(敷 香教育所)

樺太庁敷香支庁1938オ タス教育所前(玲 一氏)

不 明 幌内川

敷香土人事務所1935不 明

不明 不明

不明 不明

その他の先住民族

U64

U

S

U

U

S
,

折

砿

47

48

ナ

49

50

5ー

ト

U25

りづ

4

5

5

《
」

5

S

S,P

S

地理体系1930

糸 乗1927

幌内川

不明

不明 不明

敷香土人事務所1935不 明

澗潟1930振 戸 山麓

不明 不明

P敷 香土人事務所1935幌 内川、後方は佐知

(金氏)

地 理体系1930

今 井1930

ア ル バ ム1932

ア ル バ ム1932

幌内川付近

(地理体系1930)

敷香 川(今 井1930)

幌 内川

幌内川

説 明

No24と 同一場所、ギ リヤー ク女の正装(山 本1943)

ムシロはス トックで支えている

銃脚には文様あり、アザラシ皮製長靴 を着用

ギリヤークの定着聚落(大 野1935)

8月10日 敷 香祭礼 日前後の丸木舟 レース

(澗潟1930)

ウイル タとニブフの児童

シャーマ ン踊(樺 太庁敷香支庁1938)

山丹 人を父親に持つオロツコ

(地理体系1930)

ウ イ ノクロフ(奥)、 妻(手 前)

娘 ワルワラ(左)(玲 一氏)

キ ーリンの家族(敷 香土人事務所1935)

収蔵 先

知博、稚図

知博

知博

矢口†専、二1ヒ資

知博

稚図

個 人蔵

個人蔵

知博

知博

知博

知博、市川

稚図

北資

余図

余図

知博、稚図、北図

知博、稚図、北図

北資

知博

知†専、北資

余図、稚図

知博

知博

北資、稚図

知博

知博

敷香町 より国境 に近 い森林帯の官行研伐地 知博 、稚図、北資

へ食糧物資を輸送す る(大 野1935)北 図

人物 はウイルタか明かでない(池 上1982)知 博

氷上を行 く馴鹿の列(今 井1930)北 資

見せ物としても行われた幌内川渡渉(玲 一氏)北 資、稚図、知博

北資
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No.区 分 初 出 年 代

56S今 井1930

57P不 明

産 業 ・敷 香 市 街

58U徳 田1930

59U,P不 明

60P,S不 明

61P不 明

62P不 明

63P地 理 体 系1930

64P不 明

65P不 明

66P不 明

海 豹 島

67U,P不 明

68S不 明

69S徳 田1930

70S不 明

71S不 明

72P不 明

73P不 明

風 景 ・そ の 他

74U不 明

75U不 明

76U,P今 井1930

77U敷 香 町 役 場1931

78U今 井1930

79U中 村1930

80P不 明

81P不 明

推 定

樺 太 ア イ ヌ

101A西 鶴1942

102

103

撮影場所

不明

不明

幌内川西岸 ダルイ三角点か ら北方古屯の山(徳 田1930)

ダ リー付近の林相(市 川文庫)

幌 内川中敷香官行アバ(市 川文庫)

気 屯付近(市 川文庫)

不 明

不明

敷香幌内川河 口沖(地 理体系1930)

不 明

敷香市街

敷香市街

海豹島

海豹島 海豹島オッ トセイハレム

海豹島 海豹島オッ トセイハ レム

海豹島 海豹島オッ トセイハ レム

海豹島?ウ ミガラスの卵

海豹島

海豹島

不明

不明

上敷香(今 井1930)昭 和4年(1929)

(今井1930);昭 和4年6月2日

幌内川;佐 知 鯨 はシロイルカと思 われる

第一天測点

第三天測点(中 村1930)

国境標点第一号

半田沢、国境標点第三号

説 明

雪道を帰 り行 く馴鹿(今 井1930)

収蔵 先

北資

知博、稚図、北図

知博

知博

北資、知博、北図

知博、北資、北図

稚図、知博

北資、北図

知博、稚図、北資

稚図

北資

知博、稚図、北博、北図

北博

北資、北博、稚図

稚 図、北博、北図

北博

知博、北資

知博、稚 図、北図

ビール瓶のラベルはSAPPOROBEER知 博:

知博:

6月 上 敷香の山火事 知博、北資、北図

(市 川文庫)

知 博

知博 、北図

知博

知†専

知博

(下線 を引いた番号は、追加 して作品 と確認 されたもの)

A不 明

A世 良1937

豊 原?昭 和9年 ・樺太庁博物館主事(当 時)菅 原

繁蔵氏が館蔵の桂甲をアイヌ人に着用させ

た武装(末 永 ・伊東1979)

豊:原?102と 同一

不明2の 女性のアザラシ皮服 を着用?

一69一
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No.区 分

ウ イ ル タ

104A

105

106

107

108

109

110

A

A

A

A

A

A

初出年代

不明

糸 乗1927

不 明

今 井1930

澗 潟1928/3/3

撮影場所

オタス?

不 明

不明

不明

留久志地方(大 野1935)

敷香土人事務所1935オ タ ス?

不 明 オタス?

ニ ブ フ

lllA今 井1930

112A今 井1930

113A今 井1930

114R不 明

ウ イ ル タ ま た は ニ ブ フ

ll5A金 田 一1930

116A今 井1930

117A不 明

海 豹 島

ll8A地 理 大 系1930

産 業 ・敷 香 市 街

llgA不 明

120A不 明

121A不 明

122A今 井1930

123

124

125

126

127

A

A

A

A

P

不明

不明

不明

オタス(玲 一氏)

不 明

不明

オタス

海豹島

不明

不明

上敷香(玲 一氏)

保 意(今 井1930)

敷香 時報社1933不 明

不明

大野1935

敷香 町役場1931

不 明

不明

敷香港

22号漁場

東樺漁業株式会社

風景 ・その他

128P世 良1937幌 内 川?

129A不 明 オタス?

作 品と確認 されたものの追加分

追加1P

追加2P

追加3P

追加4P

追加5P

明

明

明

明

明

不

不

不

不

不

敷香川

敷香市街

敷香市街

敷香市街

幌内川

説 明

オ ロ ツ コ の 少 女 ナ チ ュ 、1928生 ま れ 、

母 は パ トラ(敷 香 中 ・高 女 同 窓 会1989)

オ ロチ ョ ンの 婦 人(糸 乗1927)

105と 同 一 場 所

オ ロ ツ コ の 少 女2人(今 井1930)

母のシャーマンの服 を着た長男(澗 潟1981)

29と 同 一人物

ギ リ ヤ ー ク の 女 た ち(今 井1930)

ギ リ ヤ ー ク の 女(今 井1930)

ギ リ ヤ ー ク の 天 幕(今 井1930)

1927-28頃 の ニ ブ ヒ 族 の 葬 式(玲 一 氏)

43と 同一場面

オ ッ トセ イ ハ レ ム

ハ ジによる運材(市 川文庫)

官 行 トラクタ集材(市 川文庫)

中敷香選材(市 川文庫)

保意(保 恵?)付 近 の焼 く林(今 井1930)

ダ リー付近の林相(市 川文庫)

林 木伐採(敷 香時報社1933)

トラ クソンによる運材(官 行)(市 川 文庫)

木材積取作業(大 野1935)

22号 漁場のマス漁(北 海道敷香会1997)

鱒 陸上ケノ景(原 題)

樺太十勝の中幌内川の夕照(原 題)

右前で座 っているのが半澤中(玲 一氏)

敷香川木材上場入(原 題)

飛行機上 ヨリ見タル敷香町全景(原 題)

敷香町(一)(原 題)

敷香町(二)(原 題)

幌 内川の精 『オロッコ』の少女(原 題)

収蔵先

余図

余図

余図

な し

余図、北博:

函 博

函博、余図

余図

余図

余図

個人蔵

図

図

図

余

余

余

余図

余図

函館、余図

余図

余図

図

図

図

図

図

余

余

余

余

北

北図

個人蔵

北図

北図

北図

北図

北図

一70一



半澤の作品として確認された写真

樺太アイヌ
1

No.7多 来 加 に住 む

樺 太ア イヌ

ウイル タ

3

5

No。13オ ロ ツ コ の 食 料 仕 度

2

4

79

No.9天 幕 内 の オ ロ

ツ コ 十二人

6

矢[1床iら1月勿fi官fl升究1・}乏iif一・第20fi.i・1999

≒

州ぎ

凪
汁

、、駄
,
ご

颪

区

恥

塗
.二
「
計

、蹄

±

一〉}

No.14オ ロ ッコの家 族 と夏の家;オ ロ ッコ族の ・家 と夏の家

着 の 身着 の ままで ・ツ屋 に幾 組か の家族 が 仲 よ く起居 してゐ

る

7

No.15オ ロ ッ コ 冬 の 天 幕 生 活

8

No.16オ ロ ツ コ の

神 様

一71一



'ド仁
義和

9

No.18

墓

11

No.22

哺 育

13

74

15

99

オ ロツコの

オ ロッ コの

沙

【ご
ヨ
」,
区

聴
≧

■
「功
三

片

キ

」

叢
匠

二h
歯
区

恥
塗

10

No.21天 葬

12

No.38オ ロ ツ コ 十 人 の 物 置

14

75

16

オ ロ ツ コ族 の 女何 れ も

マ ダム モ ダ ンな服 装 彼

女等 は 決 して 二重4活

は しな い 新 凋 した着 物

はボ ロボ ロ に な る迄1着

占す の が 習慣 夜 も亦 其

f1こミ乖≦1こ!);63

分

母
ヨ;
ム
〒覗
雲

=
三
二
戸
毎
」

72一
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17

オ ロッ コ人の 青年 履 ける ス トー と称 し薄 い板 の裏 にアザ ラ

シの皮 を張つ た ものIII野の践 渉 には軽 快無比

18

オ タス の森 オ ロツ コ部落の 夏の 家松 の皮 を剥 いで 作 られ た も

の然 し今 は夏冬 共に住み 半永久 的な もの となつ てゐ る

19

一枚の 友幕 と ・枚の 衣

服が彼 女等の全 財産'σ

ある 首か ざ り耳輪

そ して 銀の指輪 彼 女オ

ロ ツコも恋愛 を知る 頃

であ る

21

23

『
韓
、}
「弔

』

ム
ゴ
苛
「}ご
,
茎

曲
温
瞬

=
}ご
二
滑
尋
二

20

22

らも

ニ フ フ

24

No.11ギ リ ヤ ー ク

男 上 人

雲

遷

譲

三
浸

轟
」

『
海

楚
黙

p
。。
婁

』

セ

)

沼
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25

No.12ギ リ ヤ ー ク

婦 人 の 正 装

27

No.19ギ リ ヤ ー ク

火 葬 の 跡

29

No.24.上 人 の 狩 猟

26

No.17ギ リ ヤ ー ク の 墓

28

No.23土 人の氷一L魚釣24

30

16

'

壽

Σ

}ヲ

寸,
[、ム

}榊蒐

、新

31 32

号

耳
図
皿畔

黙

=ヨ

L

-74一

田
H
P凶
一岬
瞭
瞬

一
ニ
コ
ニ
冷

5
{
」
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ウイルタ
または

うも

ニ フ フ

33

No.25土 人 の丸 木

舟造 り

35

No.27犬 櫨

34

No.26丸 木 船 にて競 う十 人

36

No37土 人手製 の玩 具;37

37

肇『

ぞ≒

i妻

38

≒
首
画

汁
磁
‡

亜
区
ボ霊

胤暴

ご
,、蹄
矛

27

39 晶
〃
ユ
回
碧
,一.ム
聯
塗
判

=
可
旨二
冷

缶

」

40
分

,「苛
田H
因

門岬
油
瞬

噛
↓

13
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41

言

i垂
措

三

一

H

厚 さ二尺 もあ る幌内河 の氷 盤 に穴 をあ けてキ ウ リ カ ンカイ

を釣 るオロツ コ人ギ リヤー ク人冬期 中の食料の 一部 をな して

ゐる

43

ンツfl;.埠 藍 」・蟻を猿 煤てi.C々 桝 渉衆にVf,.抱1-回tt・i:

住 のIli!期了P球}末 る・】・■'」妻ptが目ミ辱の陪1、{び帽の ラド

るゐ ー「:為その的久 ・鉛h1う ゆ～L志与 メ1て'拓

.ヒ人 河 に漁 り野 に求 め転 々 と して猟獲 を追 う彼 等 には ツ ン

ドラ菌這松 屋根 が 普通で あ る天幕 は 一一定 期 間の 住居 であ り木

皮張 りは半永 久的の それで ある

42

オ ロツ コ族 の 山狩姿 小 刀 は腰 に 鉄 砲は皮 袋 に 足 搭へ は

特 に丈夫な トナカ イの皮靴 こ うして彼 等はill野 を馳駆 す る

44

軽快 十数頭 の犬 を連結 し雪煙 をあげ て 一日 よ く 三卜里の 道:を

馳駆 する犬櫨 樺 太には 今尚至宝的 な存在 であ る

その他の
先住民族
45

No.5サ ン ダ ー 人

5

47

上の一トス4
人

酪

土

N

の

〃♂ ル

』戴
轍
臨

汁
態
↓4
颪
因
曝
励瞬
≒
母
蹄

課÷
瞬

46

No.6ヤ ク ー ッ 族

48

一76一
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トナカイ

49

N(),28馴 鹿 の牧場;振 戸山 麓に ゐる ウヰ ノクロー フ氏の馴 鹿

牧場 人跡遠 き原 始の 集落 林人 と馴鹿 は 一一体 をな して速 く毛

占の'夢を結 ぶ

51

No.30馴 鹿 の物資 輸送;奥 地 の造 材 に要す る物資 を運搬 すべ

く凍 結 した幌内河kに 集 つた馴鹿 儀;30

50

No.2g食 を求め て散 る馴 鹿

52

No.31夏 季 馴鹿 にて旅行

53

47

詳
毒く
嵐

噛ξ
‡

茎ノ

論

翼
漸
えノ

譲

54

李～〈戸 黙 ・ ・ハ ノ≧餓 ヒ

桝 ジ、 が3函 月 曇弔 怜

勅`曳}鴨 」 ぺ ∫胡 あ

62;敷 香の みが もつ唯 一の 名物数 自頭 の馴 鹿群 が幌 内の流 れ

を泳 ぎ渉 る奇 観

55

90

≒
繭
臨
≧
董
縣
画
区
鍾
ヨ
顕

蹄
柴"再

56

98

詩
鳶
蔭

津

恥
詩
爵

癖
輩
函

77
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57

r'》Ft'

ノF}ト

コ ト

冬 の 目覚 しい活躍 に引替へ 春 よ り秋へ の 半歳 は こう して毎朝

業
香
街

産
敷
市
58

No.3樹 海
牧場 よりツ ン ドラの原 に食 を求 めて散つ て行 く

59

No.4幌 内 川の 木材流送

61

年産 二百萬 イ1の松 丸太 も四 ツと称す る権 に積 まれ こ う して 三

木四本 と搬 ばれ る犬 を利 用 して ゐる などは樺 太式で ある

60

伐開せられた林間歩道

巨町f則に'「;;々と ノく空 に 欝

ゆ トドエ ゾ松 の密林樺

太の持 つ宝庫 であ る;

61

62

伐 採 され た 丸太は トラツ クソ ン 馬 人力 笠に て河岸 迄搬 出

され る

63

≒

苗
酵

汁
、、駅.
ご

颪
因

愉餌
L
『
母
瞭

、
ド
◎

脳

ノ

h
昨

64

築港 こそ なけれ オホ ツ クの海 を厭 して 並ぶ 大汽船何 れ も木材

積 取船 であ る 春は/1二月か ら秋は ト月末迄 敷 香の 沖は船 の絶

樺 太の冬 の漁 氷盤 を破 つて投 網 した氷 ド漁網 にのつ た カン カ

イ と キ ウ リ

問がな い
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65

空から見た敷香町の一一部

ζ

苛
ぐL
臨
恥

66

国際 都 市た らん とす る新 興敷 香町 の 一部

を望 む

鑑
帯
臨

図

聾

蓉

新 区 画東 一条通 り

海豹島
67

No.32海 豹 島 ロツベ ン鳥 の大 群集32

≒
鳶

降

重

σ
計

沌
藩

坤婁

慧

、瞬

68

33

且
F
噺帯
}健

'ド
L
F
母

湘

曽
淑
↓研
"曹
協
回ぱ

69

55

」
「
紹硲
臨

旨

」
F
ご
、旨
6
叶灌

70

66

≒
首
臨

降
≒
母

71

無番

≒
鳶
蔭
詩
≒
凝
津
罫
ξ
§
盈

72

海豹 島に於 ける オツ トセ イの上陸地 帯 海 も陸 も彼等の 天地

だ ヒ月の生殖 期 には周囲 半里 に も足 らぬ小 島 によ く数 万頭 の

ヒ陸 を見 る

一7
.9一



'」こイ 写i隻}不口

73

!

海 豹 島に群 棲す る ロツペ ン鳥(ウ ミガ ラス)ヘ ンギ ン鳥 の如

く人 を:恐れ ず直 、星ノ1して愛嫡 を振 ま く其 数百数i畠萬羽 オッ トセ

イと共 に海逐勺島 の奇・往見

75

No.2気 温 の激変 による雪 花

77

No.361幌.勺 月 を 一=る'1鯨

・
他

景

の

風

そ

74

璽

No.1.奥 地 に産す る野菜類

76

N().35数:1一 日好占け 宥已くIli火;

百 万(ノ)?P「も 一彰」に し て1天 に

でヒし止ヒ[珪:こ日【(ノ)ナ也ヨ訣 と 、}冥よ

れ る 樺 な の た 山 火 全 由 火 と

な り風 を1呼 ん で 紅 蓮 の 焔 は

ノくを 焦 す 其 凄 状 淳 。1}に絶 す

る も の が あ る;35

78

No.39北 緯 五 ⊥度[玉境標

79

No.40国 境 露領側
気

「

80

匡け寛季票,点 第 ・一写一!東1毎 岸づ宝内1毎 岸:よ り糸くゴ1['ffili'米 び),1焦1よ

り 西 方 を 望 むIJ{1一 問 に 日二る 北 紅ヒ/ilt度:の 伐:開 糸巧乏が 見 え る
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81

追加1

追加3

追加2

追加4

知 床 博物 館 研 究 服告 ・第20集 ・1999

南北樺 太 を:分 す る五1渡:線 ヒにかがや く目本帝 国国境 標
'卜卜月よ り糸勺1/Llネ下

推 定 さ れ た 写 真 ※ただ幡 号にド線矧 いた徴1よ、勘 口して作品と石翻 されたもの

樺 太 ア イ ヌ

101102

103

105

分

書

嚢

妻
量

「
苺

涜

、或

瓜

母
^
』

野

C

き

ヨ
,[丞

聯
ふ
、}.噛
;

,≡

冷
尋

」

ウ イ ル タ
104

106

譲

藝

浄
苛

量
ム
聯
黙

り
笥

冷
癌r
L

「葺

」,▽ム
「謂
い
麟

[可
㌔
二
冷
毎

」

払
犀
舞

田
」,}酋
酷岬
艶
口

■
掛

こ
[
滑
鳳
閥
」
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107
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もも一 フ フ

111
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え(樺
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801

110

112
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塁
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二
汐
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」

一 、貿 一

ラ
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§
雲

沙
雪

量
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冷
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田

諏
贈
雲

コ

トー

斗〉

聯
艶
謡

一
【可
}二
汐
学警
」



知床 博 物館 研 究 服告 ・第20集 ・1999

タル
は

フ
ヘ

イ

た

ブ

5

ウ

ま

一
一
11

117

分

[ご
田ゴ
ム
訟
雲

=
賛
三
冷
与

」

『正
壱
誉
}[悶{ナ
顎
;
爵
さ
葭

・
藩
が
釜
』
ト
ご

116
沙

「可
田H
区
聴
黙

■
奇
三

滑
毎

」

糟 島
、}

・1

業

香
街

9

産

敷
市

11

塗

嘉

」レ耳

窪

、【.納
■
三

二
ξ

ご

120

母

田
」
区

「窪

、{、嗣

=
ご,
三

を

樹
」

121

「薯

二
尺
ヨ

盈

=
三

[[殴
餌

」

122

母
聾
,区
咄
盈

=
三

二
冷
轟
」
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宇f義 和

沿

[墓

ゴ
丞
珈
捨.二

}
,三

誉
歯
」

124

奇
田ゴ
凶
辮
塗

=

職三

冷
毎

」

123

ヂ
餐

「
二
雪

、で
簿

聯

』

升

126

缶

田H
国

聯
雲

=
三

二
滑
岳
」

125

≒
鳶
感

三
凶
謹

口

128

≒
鳶
時

旦

.圏
咄

愉、珊

・
他

景

の

7

風

そ

12

≒
驚
蔭

三
丞
-恥
脇、揖

追加5

萄
》
無

129
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